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研究成果の概要：

　「性分化機構の解明」を課題にかかげる本特定領域研究は、マウスとメダカをモデル動

物として用い、「性分化の分子基盤の解析」、「脳の性分化と行動の解析」及び「性分化異常症の

解析」を重点目標に、広く性分化に関わる現象を分子レベルで明らかにすることを目的とした。

このため、支援班では生殖腺の形成と性分化に異常をきたすマウスとメダカを収集

し、これらの系統を維持・管理・配布することで、本特定領域の研究者並びに関連

研究者を支援することを目的に業務を行ってきた。この基本的な方針のもと基礎生

物学研究所形質転換生物研究施設、並びに熊本大学生命資源研究・支援センターは

支援班業務を担当した。両施設において性分化関連遺伝子変異マウスとメダカを維持し、

リクエストに応じ研究班内外に配布してきた。また、性分化研究の解析に有用なCre-トランス

ジェニックマウスやGFP-トランスジェニックマウスの作製を行ってきた。一方、メダカについ

ては基礎生物学研究所がナショナルバイオリソースプロジェクトのメダカの中核拠点となった

ことを受け、本特定領域研究において収集した系統の寄託を進めてきた。以上の活動をもって、

本特定領域研究を支援した。
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１．研究開始当初の背景
「性分化機構の解明」を課題にかかげる本
領域研究は各種モデル動物を用いることで、
「性分化の分子基盤の解析」、「脳の性分化
と行動の解析」及び「性分化異常症の解析」
を重点目標として、広く性分化に関わる現
象を分子レベルで明らかにすることを目的
とする。本研究においてはマウスやメダカ
をモデル動物として使用する研究者が多く、
既に計画研究代表者らは生殖腺や外性器に
異常を示す遺伝子破壊マウスやトランスジ
ェニックマウス、並びに、自然発症変異マ
ウスなど各種遺伝子変異マウス、また同様
に生殖腺に異常を示すトランスジェニック
メダカや自然発症変異メダカのなどを保有
していた。

２．研究の目的
本特定領域研究においては、これらのマウ
スやメダカを共通の遺伝子資源として活用
することで、領域内の研究者間で有機的連
携を構築し、本特定領域研究の目的の達成
を目指している。そこで、支援班において
はこれらの実験動物を維持・管理し領域内
の研究者に配布することで、本特定領域の
研究を積極的に支援することを目的とした。

３．研究の方法
本支援班は基礎生物学研究所形質転換生物
研究施設及び熊本大学生命資源研究・支援
センターを中核組織とし、特定領域研究「性
分化機構」における計画研究代表者らが収
集してきた各種マウス系統を共通の遺伝子
資源と位置付け、これらの系統を維持・管
理した。また、性分化研究の解析に有用な
Cre-トランスジェニックマウスや GFP-トラ
ンスジェニックマウスの作製を行ってきた。
一方、メダカについては基礎生物学研究所
がナショナルバイオリソースプロジェクト
のメダカの中核拠点となったことを受け、
本特定領域研究において収集した系統の寄
託を進めてきた。

４．研究成果
基礎生物学研究所形質転換生物研究施設及
び熊本大学生命資源研究・支援センターに
て性関連の研究に有用なおよそ８０系統の
マウスを維持し、領域研究者並びにその共
同研究者に２８系統のマウス並びにマウス
組織や胚を提供した。一方、基礎生物学研
究所形質転換生物研究施設では、性関連の
研究に有用なおよそ２３系統のメダカを維
持し、領域研究者並びにその共同研究者に

約３００個の受精卵と胚を提供した。

５．主な発表論文等
支援班は研究支援を目的として設置されて
いるため、支援班としての研究は行わない
こととなっている。そのため、発表論文、
学会発表、産業財産権の出願はありません。
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